
ある事Order　Statlstlcsの極限分布に就いて　（I）

　　　　　　　　　　　　　　　田　　村　　亮　　二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　（2）
0rder　stat1st1csに関する分布に就v・ては，W11kes　Moste11er等によつて数々の緒果が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
出さ牝ており，特に任、冒個数のλゴquant11eの同時的確率分布の極隈形式はMoste1lerの定

理として，0rder　statisticsを利用Lての推定論並に検定論の基礎的た役割を果している。

　本論文に於いては，§1でMoste11erの定理Z）別託明を与え，§λでmeanと㎜edian

の同時分布の極限形式を誘尊する。

　雷1⑧盟⑰S佃u雛の定劉こ就いて

　確率変数Xの連続的分布函数を珂κ），密度函数をル）とする。且みquant11eをθ。で

表わす。
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〔定　理〕　（Moste11er）

　大きさ拠のOrderstat1st1csを均くκ2く　　く仏，このSamp1eのゐ個のλガquant11e

　仁1，2，一・・，居を伽1），劣（ヅ。），・一・・，κ（〃ム）で表わすと，之等の同時分布は漸近的に正

　規分布になる。

　Moste11erは本定理を初め一様分布に対して行い，而後巧妙な変換により一般の分布の場

合に拡強してv・る。ごごでは初めから分布型を仮定しないで詐明する。

　（証明）κ（π。），”（〃。），……，κ（刎比）の同時的確率密度をま（κ（物）、κ（〃。），……，κ（拠危））とすれ

ば
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　便宜上　　κ（％多）＝狛，％ザ物イー1＝榊（クニ1，2，…一，居十1）とする。
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　　　　　　　　　　　　　　　1：づ　　　　　　　　　　　但珂κo）＝O，珂伽1）＝1とす。

　　　　　　炉曲（仇）（玲一1川削一・l1）μ一・一ん

　なる変換により，（2）は
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（・）机い伽川血伽一高、π伸糊

　　　　　・π（恥）一・（仙））脇π伽

但 ∫はJacobiaΩ且式申のκにはヅを代入するものとす。
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上の式の極隈形式を求めれば，
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此等の式を肋ち乗して対数をとり篶等の係数を求め牝ば，

篶の係数≠亡岬一ん告砕一・
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ツεから均の変換で元にかえして，

劣（〃1），κ（〃。），……，κ（〃危）の漸近的同時分布は，
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　なる正規分布になることが託明さ牝た。

　竃2。鵬狐と醐d油皿の同時分布の極隈形式、ユ

　　亙（X）＝物，　γ（X）＝σ2，　皿ed1anをθで表わす。

　大きさ（2勉十1）のSamp1eをκ1，恥，　，κ淋1としSamp1enユeanSamp1emed1an

を夫々秀，ξとする。然るときξと他の2〃個の拘との同時分布はOrder　statisticsの

考えにより
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〔定　理〕　（元一刎）■2〃十1，（ξ一θ）■2〃十1の同時分布は漸近的に正規分布になる。

　（証明）　　（房一刎）／2〃十1，（ξ一θ）〆2〃十1のcharacteristic　functionを9（ら，ら）

　　とすれ。ば
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の変形且，指数函数の展開等より
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依つてのL6vy定理により　　（秀一刎）！2κ十1，（ξ一θ）■2〃十1

の極隈分布は
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　なる正規分布になる。換言すれば

秀とξとの同蒔的極限分布は　mean　が夫々

　　　　　　　　　　　　　σ2　　　1　　　　　．　　　力rあ刎，θ，yar1anCeが夫々　　　　　　　　　　　　　COVar1anCeが　　　　　　　　　　　　2κ十1，4（2〃十1炉（θ）　　　　　　　（助十iy（θ）

なる正規分布になる。

　この間題を一般化して㎜eanとλゴqJanti1eとの同時分布については次の機会にのベナこ
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